
水銀大気排出対策小委員会の設置について 

 

１ 設置の趣旨 

  昨年 10 月の外交会議で採択された「水銀に関する水俣条約」（以下、「水俣条約」

という。）については、これまでに我が国を含む 97 ヵ国が署名し１ヵ国（米）が締結

している。国連環境計画（UNEP）は、今後２～３年程度での条約発効を目指しており、

我が国としても、日本の地名を冠する条約をできる限り早期に締結すべく、関係府省

が協力して作業を進めているところである。 

  環境省としても、水俣条約を踏まえた水銀対策を検討するため、平成 26 年３月 17

日に中央環境審議会に「水銀に関する水俣条約を踏まえた今後の水銀対策について」

を諮問し、同日付けで関係部会の大気・騒音振動部会（大気排出対策について）、循

環型社会部会（水銀廃棄物対策について）及び環境保健部会（水銀対策（循環型社会

部会及び大気・騒音振動部会の所掌に係る事項を除く。）について）にそれぞれ付議

された。 

  このため、標記小委員会を設置して、水俣条約を踏まえた今後の水銀の大気排出対

策について、必要な検討をいただくものである。 

 

２ 検討事項 

  本小委員会では、水俣条約を踏まえた今後の水銀の大気排出対策について検討する。 

 

３ スケジュール 

  年内のとりまとめを目指し、概ね１～２ヶ月に１回程度開催する予定。 
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